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昇段資格について

講道館では、柔道の段位認定を行つています。

段位は初段からはじまり、二段、三段と続いていきます。

講道館昇融資格に関する内規

昭和32年 8月 1日制定

昭和34年 5月 6日改正

昭和35年9月 1日 aIE

昭和40年 10月 1日改正

昭和41年 1月 8日改正

昭和58年 5月 2日改正

平成11年 6月 14日改正

平成 17年リヨ1日改正

平成20年 8月 1日改正

平成27年4月 1日改正

(審議)

1 購道館審議会における昇段候補者の審議は、講道館審議会規則のはかこの
内規に従つて行われる。

ただし、講道館長の提案による特別事由がある昇段候補者については、こ

の内規によらないで審議することができる。

(審議条件 )

2 この内規に示された最少年齢、修 i年限、試合成績等は、最低の基準を示
したものであり、この基準に達しない者は審議の対象にならない。

(逐次昇段)

3 段位は逐次昇段することを原則とする。
ただし、特別の事情がある者については、次段位に昇段できなかつた事由

につき精査した上で、1階級だけ跳んで昇段することを認める場合があ

る。この場合の修行年限は、その成績に適合した、昇段する両段の所用年

限を併せたものとする。

(最少年齢)

4 昇段最少年齢は次の基準による。

活動一覧

道場の運営

学校「講道館」

講習会の開催

国際活動

青少年の健全育成

柔道の研究

講道館主催・共催の大会

段位制度

機関誌「柔道」

講道館柔道資料館・図書館

_ユース
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(審議の原員J)

5 昇段候補者の審議は、柔道精神の修得、柔道に関する理解、柔道技術体得
の程度 (技の理論、姿勢、態度、歩合、巧拙等)及び柔道の普及発展に尽
くした功績について評定する。

ただし、柔遭精神に反する発言、行いがある者 (ま、昇段を認めることがで

きない。

(実技、筆記、口頭試問等)

6 昇段候補者の審議は、修行状況、試合成績等を記述した書類資料によるだ
けではなく、実技、筆記、口頭試問等の考査を併せて行うことができる。

(形の審査 )

7 (1)各段位昇段において審査される形は次表のとおりとする。

昇段資格について 1講道館

ただし、抜群昇段及び特別昇段については、

せることができる。

昇段する段位
‐ 初段

囃  
満 14才

昇段する段位

初段

二段

三段

四段

五段

六段

七段

八段

七段  八段段
　
材

六
　
　
流

段
　
け

五
　
　
池

段
　
　
一

四段
　
　
一

三段
　
　
一

〓

この基準にかかわらず昇段さ

満 33才 満42才
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審査される形

投の形のうち手技 腰技 足技

投の形

固の形

柔の形

極の形

講道館護身術

五の形

古式の形

(2)初段、二段、三段、四段、五段及び六段候補者については、講道館又

は推薦を行う団体が実施する実技試験において「合否」の評定を受け

る 。

(3)七段候補者については、講道舘又は推薦を行う団体が実施する実技試

験において、「秀」「優」「良」「可」「不可」の評定を受ける。

(4)八段候補者については、講道館が実施する実技試験において、「秀」

「優」「良」「可」「不可」の評定を受ける。

(5)障がい等の理由で演技ができない者については、可能な範囲で該当の

形の知識を審査することができる。

(6)特例として、身体の事由によつて衝撃を受ける技、形が無理な初段、

二段及び三段候補者は、柔の形をもつて受験することができる。

(初段、二段、三段、四段及び五段候補者の評定)

8 (1)初段、二段、三段、四段及び五段昇段候補者の審議は、5(審議の原

則)によつて検討し、技術体得の程度のうち、歩合と巧拙を試合成績

により評価した得点、修行年限及び形の修行状況の関係を示した次表

により評定する。

昇段する段位  初 段   = 段   三 段

評定される形        投の形   固の形

四 段   五 段

柔の形  極の形
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昇段資格について 1講道館

投の形の

うち

手技

腰技

足技

無段にお  初段にお  二段にお  三段にお  四段にお

評定
   得ξ 年  得塁「 年  得【「 年  得塁「 年  得重F年

限 限 限 限 限

1 全日本柔道選手権大会、世界柔道選手権大会

又はオリンピック競技大会柔道競技で3位以上

半年以上  1年以上 , 1年以上 11年半以上

大会成績
秀

修行年限

3/20ぺ‐―ン

試

合

成

績

と

修

行

年

限

優  
会成績  10点

以上 (又は全日本

桑呉ξ3の
強化選手に選考されてい

修行年限       1年 以上  1年半以上  2年以上  2年以上

大会成績             6点 以上
良
修行年限  1年以上  1年半以上  2年以上  3年以上  4年以上

大会成績            3点 以上

傷 〒年限 1年半以上  3年以上  4年 以上  5年 以上  6年 以上

(2)得点は、講道館、全日本柔道運盟及び講道館段位推薦委託団体が主催

又は後援した大会のものに限る。

(3)試合の得点は次のとおりとする。ただし「不戦勝ち」等、試合が行わ

れなかったものを除く。

2階級以上上位段者に対する「勝ち」   20点
1階級上位段者に対する「勝ち」     15点
同段者に対する「勝ち」         10点
1階級下位段者に対する「勝ち」

2階級下位段者に対する「勝ちJ

05点

03点

2階級以上上位段者に対する「引き分け」 10点
1階級上位段者に対する「引き分け」   075点
同段者に対する「弓き分け」 05点

(4)全日本柔道選手権大会、世界柔道選手権大会又はオリンピツク競技大

会柔道競技で3位以上に入賞し、現在の修行状況が優れている者につ

いては、「秀」として取り扱う。

(5)全日本柔道連盟の強化選手に選考された者は、その指定を受けている

期間中「優」として取り扱う。

(言tl険)

9 (1)原則として「可」の評定の修行年限を満たす初段、二段及び三段候補
者については、8(初段、二段、三段、四段及び五段候補者の評定)

に規定する試合得点によらないで、実技試験を実施して昇段させるこ

とができる。

(2)試験の内容については付則1で定める。

(六段候補者の評定)

10(1)六段候補者の審議は、5(審議の原則)によつて検討し、次表により
評定する。

評定される形

評 定

講道館護身術

五段における得点、大会成績及び年限
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昇段資格について 1講道館

秀 会成績う星套霙曇量[鱗楓ィ塁量言
道選手権大会又はオリンピッ

修行年限            5年 以上

下記のいずれかを満たしていること。

優 点  3雪蔭喜箕曇奄認霊
以上

③ 選抜された大会と高段者大会の合計点数が16点以上

試

合

成

績

と

修

行

年

限

修行年限

得点
良
修行年限

得点
可
修行年限

7年以上

6点以上

9年以上

3点以上

12年以上

″Юページ

(2)評定の対象となる試合得点は、以下のものに限る。

ア 撰祐された大会
イ 自由参加の大会

(ア)六段候補者の評定の対象となる自由参カロの大会は、原則とし

て高段者大会のみとする。

(イ )高段者大会の取り扱しヽ こついては、付則2で定める。

(ウ )六段候補者の評定の対象となる高段者大会の成績は、全国高

段者大会、地区高段者大会及び府県高段者大会それぞれ年間

1試合のみ、合計3試合までとする。

(工)年間において、さらに全国的規模で行われる高段者大会の成

績を1試合のみ計上することができる。

(3)全日本柔 igi巽手権大会、世界柔道選手饉大会又はオリンビック競技大

会柔道競技で3位以上に入賞し、現在の修行状況が優れている者につ

いては、「秀Jとして取り扱う。

(4)全日本柔 i■i筆盟の強化選手に選考された者は、その指定を受けている

期間中「優」として取り扱う。

(5)五段時の試合成績が不十分な場合でも、現段位前での成績が特に優秀

な者については、考慮することができる。ただし、現在の修行状況及

び柔道の普及発展に尽くした功績が優れたものでなければならない。

(七段及び八段候補者の評定)

11(1)七段及び′¬ぼ 候補者の審議は、5(審議の原則)によつて検討した上

で、以下の各項目についてそれぞれ評定し、その総合成緩及び修行年

限により総合評定を決定する。

① 現段位前の試合成績
② 現段位における試合成績
③ 形
④ 審判
⑤ 指導実績
⑥ 現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽くした功績

② その他特記事項

(2)総合評定と修行年限の関係は次表のとおりとする。

七段

総合評定   修行年限

昇段する段位

総合成績及び

修行年限

八段

総合評定   修行年限

http :/,&odokanjudoinstitute. org/activity I gr ade I 2018/04/26



昇段資格について 1講道館

6年以上

9年以上

良    12年 以上

可    15年 以上

(3)評定の対象となる試合成績

現段位前の試合成

績

七段候補

者

(現六

段 )

現段位における

試合成績

秀

　

優

秀

優

良

可

9年以上

12年以上

15年以上

18年以上

520ページ

(4)

ア 選抜された大会の成績と高段者大会のものに限られる。
イ 高段者大会については、付則2で定める。

「現段位前の試合成績」及び「現段位における試合成績」のそれぞれ

の項目において評定の対象となる高段者大会の試合成績は、次表のと

おりとする。

前段位 (五段)における

(1)全国高段者大会

(2)地区高段者大会

(3)府県高段者大会 (及び同等 )

(4)その他の全国鼎模の高段者大会 (年 1試合

まで)

現段位 (六段)における

(1)全国高段者大会

(2)地区高段者大会

(3)その他の全国規模の高段者大会 (年 1試合

まで)

(4)可の評定に限り府県高段者大会 (及び同

等 )

八段候補 糧
段位前の試合成

]][J拶 ]営嬉

ける

部

七

曇馨ξ纏

ぉける
[踏 し 糞 選

ける

(5)各項目の評定基準は次表のとおりとする。

項目残績    秀

1現段位前の  全日本柔道選
試合成績   手権大会、世

界柔道選手権

大会又はオリ

ンピック競技

大会柔道競技

のいずれかに

おいて、3位

以上に入賞し

ていること。

1  優      良

下記のいずれ 1下記のいずれ

|力つ 条件を満 ‐かの条件を満
|た しているこ .た しているこ
‐と。    .と 。
(1)以下の大  (1)府県以上
:会のいずれか の連盟又は府
:に出場してい .県以上の職域

|ること。   1団体に選考さ
l①全日本柔道 ‐れて各種大

選手権大会  1会・試合に
②全日本選抜 度々出場して
柔道体重別選 |いること。

1手権大会   (2)前 段位に
l③世界柔道選  おいて、全国 ‐
手権大会   又は地区高段
l④オリンピッ 者大会に出場 ‐

ク競技大会柔  し、6点以上
1遭競技    |あ ること。七
⑤講道館杯全 段候補者につ

可

前段位におい

て、全国又は

地区高段者大

会に出場し、

3点以上ある

こと。七段候

補者について

は、五段にお

ける府県高段

者大会の成績

を含むことが

できる。
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昇段資格について
|

項助 績

2動 の

試合成績

講道館

日本柔道体重

別選手権大会

,⑤全日本彙道

連盟が選手選

1考した各種国

1麒会
(2)府県以上
―
の種盟又は府

‐県以上の職域

団体に選考さ
‐れて各種大会

|に度々出場

し、相当な成

績をおさめて

いること。

(3)前段位に

|おいて、全国

:又は地区高段

者大会に出場

'して10点以上
|あ り、かつ、

府県以上の選

1抜された大会

|に度々出場し

|ていること。

七段候補者に

|ついては、五

段における府

県高段者大会

の成績を含む

|ことができ

る。

‐いては、五段

|における府県 |

1高段者大会の
‐成績を含むこ |

とができる。

良

620ページ

可秀 優

「1現段位前  下記のいずれ
の言式合成績J  かの条件を満
の評定が   たしているこ
「秀」に該当 と。
する者につい (1)現段位に
ては、この項 おいて、府県
も「秀Jと し 以上の連盟叉
て取り扱う。  は府県以上の

職域団体に選

考されて各種

大会 試合に
度々出場して

いること。

(2)現段位に

おいて、全国

又は地区高段

者大会に出場

し、10点以上

あること。

下記のいずれ

かの条件を満

たしているこ

‐と。

(1)現段位に

おいて、府県

以上の連盟又

国府県以上の

職域団体に選

考されて各種

大会・試合に

出場している

こと。

|(2)り副ζ霊立に

|おいて、全国

又は地区高段
‐者大会に出場

し、6点以上

あること

現段位におい

て、全国又は

地区高段者大

会に出場し、

3点以上ある

こと。七段候

補者について

は、府県高段

者大会の成績

を含むことが

できる。

項目成績

3形

良優秀

評定される形

七段 五の形  ・ 八段 古式の形
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昇段資格について 1講道館

形が優秀であ
|り、その実績

|が申し分な

く、下記のい

|ずれかの条件

を満たしてい

ること。

(1)いずれか

の形につい

て、下記のい

ずれかを満た

しているこ

|と。

①世界柔道形

選手権大会に

おいて3位以

上に入賞して

|いること。

②全日本柔道

形競技大会に

おいて優勝 し

ていること。
l③全日本柔道

選手権大会又

は講鐵 開
1式の形演技に

:選考され、そ

の演技が優秀

‐であること。

ただし①②③

lに該当する場

‐形が優良であ

り、下記のい
|ずれかの条件

:を満たしてい

|ること。

(1)いずれか

の形につい
.て、下記のい

ずれかを満た

|しているこ

と。

① 全日本柔道

帥 選罐

1考した各種形
1国際大会に出

場しているこ

と。

l② 全日本柔道

形競技大会に

おいて3位以

上に入賞して

いること。

ただし①②に

1該当する場合

|でも、講道館

又は地区柔道

‐撞明の試験
|で、評定され

る形が優良で

|あることが確

1認されなけれ

(3)講道館叉

は地区柔道連

盟の形試験で

評定される形

が「優」評定

であること。

形が良好であ

‐り、下記のい

ずれかの条件

|を満たしてい

|ること。

(1)いずれか

|の形により、

1全日本柔道形

1競技大会に出

場しているこ

と。ただし、

1講道籠又は地
1区勢 の

試験で、評定
.さ
れる形が良

1好であること

|が確認されな

ければならな

|い 。

(2)評定され

|る形の講道館

‐柔道璽期講習

‐会習得証を取

得しているこ

|と。ただし、

1講道籠又は地 ‐

1中 の

形試験で良好
|であることを

|

1再確認されな |

|ければならな

|い。      ‐

(3)講道館又 ‐
lJ地区難

|

1盟の形試験で

1評定される形 |

が「良」評定

|であること。

1形を習得し、
1下記のいずれ

|かの条件を満
|た しているこ
‐と。

(1)いずれか―
の形により、

1全日本彙道形
‐競技大会の地

区予選に出場

'しているこ

‐と。ただし、

1講遺静又は地

区柔道痺類の

1試験で、評定

|される形を習

1得しているこ

とが確認され

|なければなら

なしヽ

(2)講道館叉

1調地区蕪

1盟の形試験で

1評定される形

|が「可」評定

.であること。

7,0ページ

1合でも、講道  ばならない。
館又は地区柔 |(2)評定され
‐道連盟の試験 る形の講道館
で、評定され 柔道夏期請
る形が優秀で '会精熟証を取

あることが確 ‐得しているこ

1認されなけれ |と。ただし、

ばならない。 講道館又は地
(2)評定され 1区柔道連盟の

る形の講道館 形試験で優良
柔道夏期講習 であることを
会熟達証を取 1再確認さ磯 ゝ

得しているこ ―ければならな
と。ただし、  い。
講道館又は地

区柔遺連明の

形試験で優秀

であることが

再確認されな

ければならな

い。

(3)講道館又

(脚咆区蕪

盟の形訓験で

評定される形

が「秀」評定

であること。
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昇段資格について 1講道館

注

平成19年度までに講道館柔道夏期講習会の形演技会において、

必修の形について修得証を取得している場合には「秀J、 習得

証を取得している場合には「優」として取り扱う。

8/20ページ

項目成績

4審判

項目成績

5指導実績

秀

‐下記のいずれ

かの条件を満

たしているこ

|と。

(1)全日本彙
遺:巽韓

会、世界柔道

選手権大会又

はオリンピッ

ク競技大会柔

道競技の審判

員として選考

され、その審
1判が優秀であ

ること。

(2)全日本柔
道揮明公認審

判員Sライセ

ンスを取復し
'ている者又は

|かつて取得し

ていた者で、

|その審判が優
1秀であるこ

|と。

注

優

全日本柔道撞

盟公認審判員

Aライセンス

を取得してい

る者又はかつ

て取得してい

た者で、その

審判が優良で

あること。

1指導力が秀で 指導力が優れ
‐ており、その |ており、下記

実績が申し分 |のいずれかの
|なく、下記の 条件を満たし
いずれかの条  ていること。
1件を満たして

'(1)全
日本桑

いること。  ‐lbi巽手権大
(1)全日本柔 ‐会、い
lti巽手権大  1選手権大会又
会、世界柔道 |はオリンピッ

選手権大会又 ‐ク競技大会柔

はオリンピッ 道競技のいず
|ク競技大会柔 れかに出場し
1道競技のいず |た選手を育成

|れかにおいて |したこと。

全日本柔道連盟顧問審判員の取り扱いについて

かつてSライセンス取得者であつた顧問審判員の評定は

「秀」、かつてAライセンス取得者であつた顧間審判員の評定

は「優」、かつてBライセンス取得者であっ旭顧間審判員の評

定は「良」とする。

|いずれのライセンスも取得することなく顧間審判員の資格を取

得した者については、過去における審半Jの実績により評定す

る。

良

全日本屎道連
‐
盟公認審判員

Bライセンス

を取得してい

る者又はかつ

て取得してい

た者で、その

審判が良好で

あること。

可

下記のいずれ

かの条件を満

たしているこ

と。

(1)全日本柔
道揮盟公認審

‐判員Cライセ
ー
ンスを取得し

ている者又は

かつて取得し

ていた者で、

その審判が良

好であるこ

と。

(2)全国、地

区若しくは府
‐
県の高段者大

会又は講道館

1紅自試合若し

くは月次試合

の審判員に任
‐
命され、その

1審判が良好で

あること。

可

警察、学校、

鐘 、賜 そ

の他において

指導した経験

があること。

優秀 良

指導力があ

‐り、下記のい

ずれかの条件

を満たしてい

ること。

.(1)各種全国

1大会又は全日

本塚鍵華聖幽こ

‐選考されて各

1種国際大会に
1出場した選手
1又は団体を指

導したこと。

(2)府県以上

の大会におい
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昇段資格について 1講道館

3位以上の成 |(2)各種全国  て相当な成績 |

‐績をあげた選 ‐大会又は全日 |をあげた選手
|

手を育成した い に 1又は団体を育 |

こと。    選考されて出 成したこと。
(2)全日本柔 1場した各種国 |(3)長年にわ
道撞■の強化  際大会におい |た り警察、学
1委員又はコー て3位以上の 1校、会社、道
チとして指導 :成績をあげた 1場その他にお |

していること 選手又は団体  いて指導して |

又は指導して |を育成したこ いること。
いたこと。  .と。
(3)講道館又 |(3)府県以上 |
1ま全日本柔道  の連頭に選考 :

連明に選考さ |され、柔道の        |
れ、柔道の技 1技術、形、審 |

術、形、審  判、指導法等
1判、指導法等

―
の講習会の講        ‐

の講習会の講 1師として指導 |

‐師として指導 |したこと。

したこと。  (4)国 内外に
おいて、専門

的に指導し、

実績をあげた

こと。

可    5項 目とも「可」以上であること。

イ 昇段するためには 「6現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽く
した功績」が優れたものでなければならない。

ウ 項目別評定において不足がある場合には、以下により補填するこ
とができる。

注

その他、柔道の指導を通じて社会的に高く評価される人物を育

成したことなどについて、その程度に応じて.T定することがで

きる。

6現在の修行

総響愛彗置: 
総合的に検討し評定する。

尽くした功績

フその他   前各項に含まれない事項、例えば社会活動等をとおして柔道精
特記事項   神を実生活に応用している状況又は柔道に関する研究等につい

て、特に評定を加えることができる。

(6)総合成績の評定

ア 総合成績は、「1現段位前の試合成績」から「5指導実績」まで
の5項目の成績を下記の基準により評定する。

総合成績            5項 目の評定内容

秀 花あ翌雪罫]でFT冒ず詮殿壇
む3項目以上が「秀Jで、

優  」:[麗笙]|『薄rf±電 記 lF目
以上が 曜副 以上

良
   :ξ

目以上が「良」以上で、他の2項目以内が「可」であるこ

9/20ページ
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昇段資格について 1講道館

(ア)「2現段位の試合成績」が不十分な場合は、「1現段位前の

試合成績Jによりこれを補うことができる。この場合、「1

現段位前の試合成績Jの評定の1段階下位の評定とする。た

だし「1現段位前の試合成績Jの評定が「秀」であるとき

は、「2現段位の試合成績」の評定も「秀」とする。

(イ )「6現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽くしたIIt績Jが

特に秀でている場合は、「4審判」又は「5指導実績」のい

ずれか一方を「優」とすることができる。

(ウ )「6現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽くした功績Jが

不足する場合は、「フその他特記事項」によつて補うことが

できる。

(抜群昇段及び特別昇段 )

12(1)講道館春季・秋季紅白試合及び講道館大阪国際柔道センター前期 後
期紅白試合において、一度に連続して勝ち抜いた得点が6点以上あ

り、かつ、その中に「一本勝ち」が5点以上ある成績をおさめた四段

以下の者は、抜群として修行年限及び昇段最少年齢にかかわらず、即

日昇段が認められる。ただし抜群昇段は2階級を限度とする。

(2)全日本柔道選手権大会、世界柔道選手権大会又はオリンピック競技大

会柔道競技において、特に優秀な成績を挙げた四段以下の者は、修行

年限及び昇段最低年齢にかかわらず昇段させることができる。

(功績昇段)

13功績による昇段は原則として1回限りとし、次の年限を必要とする。
なお、功績による昇段の審議にあたっては、功績によらなければ昇段でき

ない事由及び功績の内容について精査する。

昇段する 初段  =段    三段   四段   五段   六段   七段   八段
段位

制 年限 螂 珀 珀 写鰈 吾鵞 弯鰈 ち尚

付則 1 試験

本則9(試験 )で定める試験は、次のとおり実施するものとする。
1 原則として初段から三段までの候補者で、本則8(初段、二段、三段、四
段及び五段候補者の評定)で定める「可」の評定の修行年限を満たすもの

のみを対象とする。

2 訓験は3人以上の試験官が実施する。
3 試験の内容は次の項目とする。
(D  ネL芳盤

② 姿勢 態度
③ 受身
④ 技の知識
⑤ 形
⑤ 試合又は乱取
4 試験は上記の各項目を総合的に判断し、評定する。
5 歩合、巧拙において、試合成績により昇段する者との差がないように十分
注意して評定を行う。

付則 2 商段者大会

高段者大会の定義及びその試合得点を次のとおり定める。

10720ペーン
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昇段資格について 1講道館

1 現段位五段以上を対象とし、同段位同士の試合を行う。
2 -人 、1試合のみとする。
3 高段者大会の種類

(1)講道館主催の全国柔道高段者大会

(2)10地 区柔道連盟 (協会 連合会)主催の地区柔道高段者大会
(3)府県柔道蓮盟 (協会・会)主催の府県柔道高段者大会

以下の高段者大会は府県高段者大会と同等とする。

ア 東京都6ブロック高段者大会
イ 警視庁高段者大会
ウ 北海道5地区高段者大会
(4)その他の全国規模でイラわれる高段者大会

4 高段者大会の得点は下記のとおりとする。

(1)平成27年4月 1日以降に開催された大会 (全国、地区、府県高段者大会

共通 )

‐「勝ち」  10点
・「引き分けJ  05点

(2)「参加奨励点J

講道館主催の全国柔道高段者大会参加者には参加点025点が与えられ

る。

(3)平成27年3月 31日以前に開催された府県高段者大会 (及び同等)の得

点は次のとおりとする。

七段候補者      六段候補者

勝ち  弓:き分け  勝ち  弓き分け

菖種罪 昆置不曇]奨会  075点
0375点 10点  05点

平成17年4月 1日以降

平成27年 3月 31日 以前に    05点   025点   05点   025点
開催された府県高段者大会

講道館女子柔道昇段資格に関する内規

昭オロ52年 12月 1日制定

昭和58年5月 2日改正

平ht4年 4月 1日改正

平成12年 5月 11日改正

平成19年 4月 1日改正

平成20年8月 1日改正

平成22年4月 1日改正

平成28年4月 1日改正

(審議 )

1 講道館審議会における昇段候補者の審議は、講道館審議会規則のほかこの
内規に従って行われる。

ただし、講道館長の提案による特別事由がある昇段候補者については、こ

の内規によらないで審議することができる。

(審議条件)

2 この内規に示された最少年齢、修行年限、試合成績等は、最低の基準を示
したものであり、この基準に違しない者は審議の対象にならない。

H/20ページ
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昇段資格について 1講道館

(逐次昇段 )

3 段位は逐次昇段することを原員Jとする。
ただし、特別の事情がある者については、次段位に昇段できなかつた事由

につき精査した上で、1階級だけ跳んで昇段することを認める場合があ

る。この場合の修行年限は、その成績に適合した、昇段する両段の所用年

限を併せたものとする。

(最少年齢)

4 昇段最少年齢は次の基準による。
ただし、抜群昇段及び特別昇段については、この基準にかかわらず昇段さ

せることができる。

■餞する殿位  女子初識 女子二段 女子
=曖
女子四段 女子五臓 女子六段 女子七段 女子八段

昇段できる最少年令 満14才   ―    ―    ―  満20才  満27才  満33才  満42才

(審議の原則)

5 昇段候補者の審議は、柔道精神の修得、柔道に関する理解、柔道技術体得
の程度 (技の理論、姿勢、態度、歩合、巧拙等)及び柔道の普及発展に尽

くした功績について評定する。

ただし、柔道精神に反する発言、行いがある者は、昇段を認めることがで

きない。

(実技、筆記、口頭試問等 )

6 昇段候補者の審議は、修行状況、試合成績等を記述した書類資料によるだ
けではなく、実技、筆記、回頭試問等の考査を併せて行うことができる。

(形の書査 )

7 (1)各段位昇段において審査される形は次表のとおりとする。

昇段する段位            審査される形

女子初段         投の形のうち手技・腰技・足技

女子二段              投の形

女子三段              固の形

女子四段              柔の形

女子五段              極の形

女子六段             講道籠護身術

女子七段              五の形

女子八段              古式の形

(2)女子初段、女子二段、女子三段、女子四段及び女子五段候補者につい

ては、講道館又は推薦を行う団体が実施する実技試験において「合

否」の評定を受ける。

(3)女子六段及び女子七段候補者については、講道館又は推薦を行う団体

が実施する実技試験において、「秀」「優」「良」「可」「不可」の

評定を受ける。

(4)女子八段候補者については、講道館が実施する実技試験において、

「秀J「優」「良」「可J「不可」の評定を受ける。

(5)障がい等の理由で演技ができない者については、可能な範囲で該当の

形の知識を審査することができる。

(6)特例として、身体の事由によつて衝撃を受ける技、形が無理な女子初

1220ペーン
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昇段資格について 1講道館

段、女子二段及び女子三段候補者は、柔の形をもつて受験することが

できる。

(女子初段、女子二段、女子三段、女子四段及び女子五段候補者の評定)

8 (1)女子初段、女子二段、女子三段、女子四段及び女子五段昇段候補者の

審議は、5(審議の原則)によつて検討し、技術体得の程度のうち、

歩合と巧拙を試合成績により評価した得点、修行年限及び形の修行状

況の関係を示した次表により評定する。

13/20ページ

昇段する段位  女子初段  女子二段

投の形のう

ち

評定される形   手技   投の形
腰技

足技

女子三段  女子四段  女子五段

評 定

貪
饉 不 不 彦

試合成       皇后杯全日本女子柔道選手権大会、世界柔道選手
績         権大会

柔の形 極の形

又はオリンピック競技大会柔道競技で3位以上

半年以上  1年以上  1年以上  1年半以上

試合成

績

秀

修行年

限

試合成  10点以上 (又は全日本柔道連盟の強化選手 (こ選考されている

績               こと)
優
修行年       1年 以上  1年半以上  2年 以上  2年 以上

限

試合成

績

6点以上

修行年  1年以上  1年半以上  2年以上  3年以上  4年以上
限

3点以上

「不戦勝ちJ等、試合が行わ

20点

15点

10点

05点

03点

可

修行年 1年半以上  3年以上  4年以上  5年以上  6年以上
限

(2)得点は、講道館、全日本柔道運盟及び講道館段位推薦委託団体が主催

又は後援した大会のものに限る。

(3)試合の得点は次のとおりとする。ただし

れなかつたものを除く。

2階級以上上位段者に対する「勝ち」

1階級上位段者に対する「勝ち」

同段者に対する「勝ち」

1階級下位段者に対する「勝ち」

2階級下位段者に対する「勝ち」

2階級以上上位段者に対する「弓|き分け」 10点
1階級上位段者に対する「弓1き分け」   075点

同段者に対する「弓き分け」 05点

(4)自舌杯全日本女子柔道選手権大会、世界柔道選手権大会又はオリン

ピック競技大会柔道競技で3位以上に入賞し、現在の修行状況が優れ
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昇段資格について 1講道館

ている者については、「秀Jとして取り扱う。

(5)全日本柔結轟明の強化選手に選考された者は、その指定を受けている

期間中「優」として取り扱う。

(3t樗決)

9 (1)原則として「可」の評定の修行年限を満たす女子初段、女子二段及び
女子三段候補者については、8(女子初段、女子二段、女子三段、女

子四段及び女子五段候補者の評定)に規定する試合得点によらない

で、実技試験を実施して昇段させることができる。

(2)試験の内容については付則1で定める。

(女子六段、 女子七段及び女子八段候補者の評定)
10(1)女子六段、 女子七段及び女子パ澱候補者の審議は、5(審議の原則)

によって検討 した上で、以下の各項目についてそれぞれ評定し、その

総合成績及び修行年限により総合評定を決定する。

① 過去及び現段位における試合成績
② 形
③ 審判
④ 指導実績
⑤ 現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽くした功績
⑥ その他特記事項

(2)総合評定と修行年限の関係は次表のとおりとする。

昇段する段位   女子六段

1420ページ

秀

総
8馨犀讃
び  優
良

IB D成績     秀      優

1過去及び現 自后盃全日本 下記のいずれ
段位における 女子柔道選手 かの条件を満
試合成績   権大会、世界  たしているこ

柔道選手権大 と。
会又はオリン (1)以下の大
ピック競技大 会のいずれか
会柔道競技の に出場してい
いずれ力ヽ こお ること。
いて、3位以  ①皇后盃全日
上に入賞して 本女子柔造羅
いること。   手権大会

②全日本選抜

柔道体重別選

手権大会

③世界柔道選

女子七段     女子八段

総合評定 修行年限 総合評定 傷 予年限

秀   6年 以上   秀  9年 以上

優   9年 以上  優  12年以上

15年以上

18年以上

良      可

下記のいずれ 高段者大会に
かの条件を満 出場し、3点
たしているこ 以上あるこ
と。      と。
(1)府県以上

の連盟又は府

県以上の職域

団体に選考さ

れて各種大

会・試合に

度々出場して

いること。

(2)高段者大

会に出場し、

総合評定 修行年限

5年以上

7年以上

9年以上 12年以上  良

15年以上  可可  12年以上

(3)評定の対象となる試合成ii

ア 選抜された大会の成績と高段者大会のものに限られる。
イ 高段者大会については、付則2で定める。

(4)各項目の評定基準は次表のとおりとする。

良

　

可
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昇段資格について 1講道館 1520ペーン

手権大会

l④オリンピッ

ク競技大会柔

道競技

l⑤講道館杯全
1日本柔道体重

別選手権大会

⑥全日本柔道

1運盟が選手選

‐考した各種国

際大会

(2)府県以上

の連盟又国有

県以上の職域 |

.団体に選考さ

|れて各種大会

|に度々出場

し、相当な成 |

‐績をおさめて ‐
|いること。

(3)高段者大

会に出場し、

10点以上ある
|

こと。

6点以上ある

こと。

項目成績

2形

形が優秀であ

り、その実績

‐が申し分な

く、下記のい

|ずれかの条件

を満たしてい

ること。

(1)いずれか
―の形につい

て、下記のい

ずれかを満た

しているこ

と。

①世界柔道形

選手権大会に

|おいて3位以

上に入賞して

いること。

l②全日本柔道
‐形競技大会に

|おいて優勝し

ていること。

③全日本柔道

選手権大会又
‐は講師 開

式の形演技に

1選考され、そ
―
の演技が優秀

形が優良であ

り、下記のい

|ずれかの条件
―を満たしてい

ること。

(1)いずれか

の形につい

て、下記のい

ずれかを満た

しているこ

と。

.①全日本柔道

帥 選罐

考した各種形

国際大会に出

1場しているこ

と。

l②全日本柔道

1形競技大会に

おいて3位以

上に入賞して

いること。

ただし①②に

'該
当する場合

|でも、講醜

‐又は地区柔道

1違盟の試験

で、評定され

形が良好であ

り、 下言己のい
ずれかの条件

を満たしてい

ること。

(1)いずれか

の形により、

全日本柔道形

1競技大会に出

場しているこ

と。ただし、

講道館又は地

阪影議勤里盟の

1訓験で、評定

される形が良

好であること

が確認されな

ければならな

い 。

(2)評定され

|る形の講道館

‐柔道夏期講習

会習得証を取

得しているこ

と。ただし、

講遭館又は地

区柔者撞銀の

形試験で良好

可

五の形  ・ 女子八

形を習得し、

下記のいずれ

|かの条件を満

たしているこ

と。

(1)い引 い

の形により、

全日本柔遺形

競技大会の地

区予選に出場

しているこ

と。ただし、

1講遭館又は地

区柔道撞盟の

試験で、評定

される形を習

得しているこ

‐とが確認され

|な ljrtばなら

ない。

(2)講道館又

は地区柔道連

盟の形試験で

評定される形

が「可」評定

であること。

良優秀

.T定される形

女子六段 講道館護身術   女子七段
段 古式の形
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昇段資格について 1講道館

|であること。

ただし①②③

に該当する場

合でも、講道

館又は地区柔

道連盟の試験

で、評定され

る形が優秀で

あることが確

1認されなけれ

ばならない。

(2)評定され

る形の講道館

柔道蔓期講習

会熟達証を取

得しているこ

と。ただし、

1講道館又は地

区柔遺連襲の

形試験で優秀

であることが

1再確認されな

ければならな

い 。

(3)講漬錠又

(J地区蕪

盟の形試験で

1評定される形

|が「秀」評定

であること。

注

|る形が優良で

|あることが確

1認されなけれ

‐ばならない。

(2)評定され

る形の講道館

柔道夏期講習

会精熟証を取

‐得しているこ

tと。ただし、

1講道館又は地

区柔道連盟の
1形試験で優良

‐であることを

‐再確認されな

|ければならな

‐い。

(3)講道館又

|は地区柔道連

1盟の形訓験で
‐評定される形

|が「優」評定

`であること。

‐であることを

再確認されな
‐ければならな

い 。

(3)講道館又

llま地区柔道連
‐盟の形試験で

,評定される形

が「良」評定

であること。

秀      優      良

下記のいずれ 全日本柔道連 全日本柔造連
かの条件を満 盟公認審判員 盟公認審判員
たしているこ Aライセンス  8ライセンス
と。      を取得してい を取得してい
(1)全日本柔  る者又はかつ る者又はかつ
道選手権大  て取得してい て取得してい
会、皇后盃全  た者で、その た者で、その
日本女子柔道 審判力Ч憂良で 審判が良好で
選手権大会、  あること。   あること。
世界柔道選手

権大会又はオ

リンピック競

技大会柔道競

技の審判員と

して選考さ

れ、その審判

が優秀である

こと。

(2)全日本柔

道連盟公認審

判員Sライセ

項目成績

3層塁半J

1平成 19年度までに講道館柔道芦期講習会の形演技会において、

必修の形について修得証を取得している場合には「秀J、 選得

証を取得している場合には「優」として取り扱う。

可

下記のいずれ

かの条件を満

たしているこ

と。

(1)金日本柔
‐道蓮明公認審

1判員Cライセ

ンスを取得し

ている者又は

かつて取得し

ていた者で、

|その書判が良

好であるこ

と。

(2)講道館又

は講道館段位

推薦委託団体

が主催又 |ま後

援する大会で

審判をしたこ

とがあり、そ

1620ページ
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昇段資格について 1講道館 1720ページ

ンスを取得し

ている者又は

かつて取得し

ていた者で、

その審判が優

秀であるこ

と。

注

全日本柔道連明1頭問審判員の取り扱いについて

かつてSライセンス取得者であった顧問審判員の評定は

「秀」、かつてAライセンス取得者であつた顧問審判員の評定

は「優J、 かつてBライセンス取得者であった顧問審判員の評

定は「良」とする。

いずれのライセンスも取得することなく顧間書判員の資格を取

得した者については、過去における審判の実績により評定す

る。

の審判ぶi好
であること。

可

警察、学校、

会社、道場そ

の他において

指導した経験

があること。

項目成績

4指導実績

秀

指導力が秀で

ており、その

実績が申し分

なく、下記の

いずれかの条

件を満たして

いること。

(1)全日本柔
道選手権大

会、皇后盃全

日本女子柔道

選手権大会、

世界柔道選手

権大会又はオ

リンビック競

技大会柔遺競

技のいずれか

において3位

以上の成績を

あげた選手を

育成したこ

と.

(2)全日本柔
道蓮明の強化

委員又はコー

チとして指導

していること

又は指導して

いたこと。

(3)講遭館又

は全日本柔道

連盟に選考さ

れ、柔道の技

術、形、書

判、指導法等

の講習会の講

師として指導

したこと。

優

指導力が優れ

ており、下記

のいずれかの

条件を満たし

ていること。

(1)全日本柔
道撰手権大

会、皇后盃全

日本女子柔遭

選手権大会、

世

…

手

権大会又はオ

リンピック競

技大会柔道競

技のいずれか

に出場した選

手を育成した

こと。

(2)各種全国

大会又は全日

本柔道連明に

選考されて出

場した各種国

際大会におい

て3位以上の

成績をあげた

選手又は団体

を育成したこ

と。

(3)府県以上

の連明に選考

され、柔道の

技術、形、審

判、指導法等

の講習会の講

師として指導

したこと。

(4)国内外に

おいて、専門

良

指導力があ

り、 下言己のい
ずれかの条件

を満たしてい

ること。

(1)各種全国

大会又は全日

本柔道i●明に

選考されて各

種国際大会に

出場した選手

又は団体を指

導したこと。

(2)府県以上

の大会におい

て相当な成績

をあげた選手

又は団体を育

成したこと。

(3)長年にわ

たり警察、学

校、会社、道

場その他にお

いて指導して

いること。
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昇段資格について 1講道館

的に指導し、

実績をあげた

こと。

注

その他、柔道の指導を通じて社会的に高く評価される人物を育

成したことなどについて、その程度に応じて評定することがで

きる。

18/20ページ

5現在の修行

総曇燈墓電層  
総合的に検討し評定する。

尽くした功績

秀 「臭『奄「艦雉 藉鳴髪rむ
3項目以上が

6その他   前各項に含まれない事項、例えば社会活動等をとおして柔道精
特記事項   神を実生活に応用している状況又は柔道に関する研究等につい

て、特に評定を加えることができる。

(5)総合成績の評定

ア 総合成績は、「1過去及び現段位における試合成績」から「4指
導実績」までα 項目の成績を下記の基準により評定する。

総合成績 4項目の評定内容

優  3項目以上が「優」以上で、他の1項目以内が「良Jであること。

3項目以上が「良」以上で、他の1項目以内が「可」であること。

4項目とも「可」以上であること。

昇段するためには 「5現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽く

した功績」が優れたものでなければならない。
1 項目別評定において不足がある場合には、以下により補填するこ

とができる。

(ア)「5現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽くした功績」が

特に秀でている場合は、「3審判」又は「4指導実績」のい
ず才1カー 方を「優」とすることができる。

(イ )「5現在の修行状況及び柔道の普及発展に尽くした功績」が

不足する場合は、「6その他特記事項」によって補うことが

できる。

(抜群昇段及び特別昇段 )

11(1)識直館春季・秋季紅自試合及び講道館大阪国際柔道センター前期・後
期紅自試合において、一度に連続して勝ち抜いた得点が6点以上あ

り、かつ、その中に「一本勝ち」が5点以上ある成績をおさめた女子

四段以下の者は、抜群として修行年限及び昇段最少年齢にかかわら

ず、1口日昇段が認められる。ただし抜群昇段は2階級を限度とする。

(2)皇后盃全日本女子柔i●i巽手権大会、世界柔道選手権大会又はオリン

ピック競技大会柔道競技において、特に優秀な成績を挙げた女子四段

以下の者は、修行年限及び昇段最低年齢にかかわらず昇段させること

ができる。

(功績昇段)

12功績による昇段は原則として1回限りとし、次の年限を必要とする。

良

　

可

イ
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昇段資格について 1講道館

なお、功績による昇段の審議にあたつては、功績によらなければ昇段でき

ない事由及び功績の内容について精査する。

19/20ペー…ン

昇餞する 女子   女子     女子     女子     女子     女子      女子      女子
段位  初段   =段       =段       四段      五段      六段      t段       八段

綱観 女子認勇量デ後女ζ轟壁属『後女二属馳尼F後 賃腱置量『後I桑置量『後I轟質量『後電滉璧量『後

付則 1 試験

本則9(試験)で定める試験は、次のとおり実施するものとする。

1 原則として女子初段から女子三段までの候補者で、本則8(女子初段、女
子二段、女子三段、女子四段及び女子五段候補者の評定)で定める「可 J

の評定の修行年限を満たすもののみを対象とする。

2 試験は3人以上の試験官が実施する。
3 試験の内容は次の項目とする。
① 礼法
② 姿勢・態度
③ 受身
④ 技の矢口識
⑤ 形
⑤ 試合又は乱取
4 試験は上記の各項目を総合的に判断し、評定する。
5 歩合、巧拙において、試合成績により昇段する者との差がないように十分
注意して評定を行う。

付則 2 高段者大会

高段者大会の定義及びその試合得点を次のとおり定める。

1 現段位女子五段以上を対象とし、同段位同士の試合を行う。
2 -人 、1試合のみとする。
3 高段者大会の種類

(1)講道館主催の全国柔道高段者大会

(2)10地 区柔道連盟 (協会 連合会)主催の地区柔道高段者大会

(3)府県柔道連盟 (協会・会)主催の府県柔道高段者大会

以下の高段者大会は府県高段者大会と同等とする。

ア 東京都6フ ロック高段者大会
イ 警視庁高段者大会
ウ 北海道5地区高段者大会

(4)その他の全国規模で行われる高段者大会

4 高段者大会の得点は下記のとおりとする。
「勝ち」   10点
「引き分けJ  05点
「参加奨励点」 025点
講道館主催の全国柔道高段者大会参加者には参加点025点が与えられる。

特例措置 平成28年 4月 1日

過去には女子の試合が行われていなかつたこと、さらに、現在においてもその

機会が少ない実情を考慮して、当分のF85以下のとおり取り扱うこととする。

1 試験について
特に認められる事由がある場合には、「可Jの評定の修行年限を満たす女
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昇段資格について 1講道館

子四段及び女子五段候補者についても、試合得点によらないで、実技試験

の実施及び論文等の提出により、昇段を認めることができる。

2 女子六段、女子七段及び女子入段候補者の評定について

(1)「 1過去及び現段位における試合成績」が不十分な場合は、「2

形」、「3書判」、「4指導実績」、「5現在の修行状況及び柔道の

普及列蜃に尽くした功績」及び「6その他特記事項」について総合的

に評定し、昇段を認めることができる。

(2)女子においては、高段者の数が少ないこと及び付則2で定めるような

高段者大会の開催が難しいという現状を鑑み、当分の間、規定の要件

を満たさないものであつても、講道館段位推薦委託団体が主催又は後

援する女子五段以上を対象とする大会・試合であれば、高段者大会の

成績として認めることができる。得点は、相手段位にかかわらず、す

べて「勝ち」を10点、「引き分け」を05点とする。

昇段についての質問、自分の昇段年月日を知りたい方、段証書を紛失された方

は講道館審議部へお問い合わせください。

お問い合わせ

20/20ページ

嘉納治五郎師範の教え
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